
パソコンや
スマホから
アクセス！

自分の街を知ろう ‐地理院地図にアクセス‐

（１）最新の道路や鉄道が載っている！

地理院地図のポイント

（２）地形や災害リスクがわかる
地図・写真が見られる！

（３）昔の写真が見られる！

（４）どこでも標高がわかる！

（５）３Ｄでも見られる！

主要な道路や鉄道を供用開始日に地図に反映

国土地理院が整備する情報を一元的に配信

戦前～現在の土地の変遷も見ることができる

洪水・津波等の災害対策に役立つ

様々な情報を３Dにして見ることもできる クリック！

地形図 写真

土地条件図火山土地条件図火山基本図 治水地形分類図活断層図

明治期の低湿地湖沼図

色別標高図
【国土の基本情報】 【国土の地形】

【火山関連】 【地震関連】

【湖沼の地形】

【水害関連】

【土地の成り立ちと自然災害リスク】

アナグリフ※陰影起伏図

地形分類
【過去の湿地分布】【命を守るために避難する場所】

指定緊急避難場所

全
国

地
域
限
定

地理院地図とは

地理院地図が発信する地図や写真

地理院地図は、国土地理院の整備する各種地理空間情報(地形図、写真、
標高、地形分類、災害情報など）を発信する防災に役立つウェブ地図です。

全て「地理院地図」で見ることができます。

【お問い合わせ】地理院地図担当 gsi-inad@gxb.mlit.go.jp

https://maps.gsi.go.jp/

※アナグリフとは、
左目に赤、右目に
青のフィルムを
貼ったメガネを通
して見ると立体的
に見える画像です。

参考資料２



避難経路を確認

操作手順：「情報」
→「指定緊急避難場所」
「機能」
→「断面図」

避難経路の例

出発地から100m過ぎで
標高が10mに達する

出発地から300m
付近で、勾配20%
程度の坂道になる

避難経路の高低差を調べることができ、
経路として妥当かどうか確認できます。

地図上でクリックして経路を指定し、
最終点で2回クリック

2回
クリック

クリック

クリック

クリック

経路に沿った断面図

災害時の初動

防災に役立つ！

浸水の危険性を把握

操作手順：「情報」
→「起伏を示した地図」
→「自分で作る色別標高図」

小さな高低差もわかる地図を
作ることができ、浸水危険性
の把握に活用できます。

液状化対策の必要性を検討

土地の変遷を見ることができ、液状化
対策の必要性の検討に活用できます。

操作手順：「情報」
→「土地の特徴を示した地図」
→「明治期の低湿地」
「情報」
→「空中写真・衛星画像」

災害前後の写真を比較することで、
被災状況を面的に確認できます。

被災状況を面的に確認
被災後（9月6日） 被災前（2011年）

北海道厚真町吉野

「情報」ボタン
→様々な地図や
写真を選択可能

操作手順：「機能」
→「ツール」
→「2画面表示」

災害への備え

明治期の低湿地

【お問い合わせ】地理院地図担当 gsi-inad@gxb.mlit.go.jp

明治期の水部
（現在は住宅地）

↓
東日本大震災で
液状化被害が発生

空中写真・衛星写真

従来の色別標高図

色分けが固定

自分で作る色別標高図

色や標高値を自由に
変更可能


